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お問い合わせ

メール：fes-info@fes-project.com 
公式LINE登録はこちらのQRコードからお願いします。

オンラインゲーム交流会

2024年�2・3⽉号

HPはこちらの
QRコードから

今月のオンラインゲーム交流会は、ラウンジを使用
しました。最近は、他団体のお子さんも加わって活
動を行っています。
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FESスタッフ交流会
　FES会員同士の交流を深める、FES交流会を２日
に分けて行いました。

スタッフ活動の感想：財部さん

　２日間通して、各スタッフの価値観や考え方を
理解することができ、とても楽しかったです。今
後、お互いに知ることができた面を覚えて、活動
内で上手く連携できるとよいと思いました。

保護者向けアンケート結果

　私が、この活動に参加したのは、2023年の
4月からでした。毎月、中学一年生の男の子と
苦手な教科を重点的に活動を続けております。

　また、不登校関係者交流会などの活動で、大
学生として生活している中ではなかなか聞くこ
とのできない、保護者さんの声などをリアルに
聞いて、多くのことを学べるので、この一年自
分自身大きく成長できたと感じております。

・新学期のクラス替えでまた環境が変わるため、なじめ
るかどうか⼼配である
・学校での勉強が⼦どもにあっていない。また、⼦ども
の学習が遅れていること

　次回は学校とFES以外に、どのような団体を利用され
ているかについて、紹介していきたいと思います。

　お世話になっております。アンケートのご協力ありが
とうございました。今月からまた、アンケートの回答結
果を共有させていただきたく思います。

　お子さん達が自主的にこのゲームやりたい！など
積極的な発言があり、楽しく活動しています。最後
には、楽しかった、また来月も参加したい！と言っ
てくれてとてもやりがいを感じます。

　参加してくれたお子さんが自分の団体で「楽しか
ったから来月一緒に参加しよう」と広めてくれるお
かげで、繋がりができて嬉しいです。

　今回は、お子さんの周りの環境や様子で不安なことに
ついての回答から、いくつか紹介させていただきます。

・オンラインだけで⼦どものかかわる場所が完結しつつ
ある。

　１日目は、不登校になるまでの段階等について
話し、不登校の事例について客観的に考えまし
た。２日目は、雑談をしつつ、スタッフ同士の得
意なことや不得意なことを知る時間となりまし
た。


